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平成２６年度 公益財団法人 日本バレーボール協会公認 

山梨県ソフトバレーボールリーダー養成講習会報告書 

 日 程：平成２６年１１月２９日（土）・３０日（日） 

 会 場：（１日目）笛吹市学びの杜みさか （２日目）笛吹市御坂町民体育館 

 講 師：田中 清先生 （公財）日本バレーボール協会 公認講師  

              日本ソフトバレーボール連盟 副理事長 

山梨県ソフトバレーボール連盟 マスターリーダー ９名 

 参加者：新規受講者４７名（埼玉県 5名、神奈川県 1名含む男 30名、女 17名） 

 

１、開講式 

山梨県バレーボール協会山下茂会長からご挨拶を頂きました。 

山下会長は山梨県ソフトバレーボール連盟を立上げた時、ご尽力してこられた一人で 

あり、田中先生は日本ソフトバレーボール連盟立ち上げ当初から携わってきた一人で 

田中先生には平成３年リーダー公認資格制度が制定されて以来、山梨県が平成３・４年度  

に全国大会開催に際してリーダー養成講習会を開催したおりにご指導して頂き、そのご縁で

山梨県バレーボール協会とは深い繋がりがあることをお話されました。 

 

  山梨県ソフトバレーボール連盟穂坂二朗会長から開講のご挨拶を頂きました。 

   穂坂会長も設立と同時に初代会長石川豊会長（元櫛形町長・前南アルプス市長）と共に歩 

んできた一人であり、今年度から会長として連盟発展にご尽力を頂いております。 

 穂坂会長はバレーボールの経験はありませんが、初期から生涯スポーツ・レクリエーショ

ンスポーツから始まったソフトバレーボールの意義を深く理解しており、ソフトバレーボ

ールは健全で楽しいスポーツであって欲しい事を受講者にお願いされました。 

 

講師の田中先生からご挨拶を頂きました。 

田中先生は日本のバレー人口が年々減少していく中、食い止めなくてはならないとの思い 

で、6・9 人制以外からバレーの仲間を作り出さなければならないと切実に感じ、模索して

行き着いたのがソフトバレーボールであり、何も無いところから造りだした思いを話して頂

きました。 

 

２、講習内容  

１日目 イ、講義（ソフトバレーボールの指導法・審判法） 

 田中先生の講師・指導者としての一面を学ぶことができました。 

   開講と同時に今迄の講習会講師は知らないけど、私は最後の閉講式に試験を行います。 

  試験に合格したら修了証を授与することを最初にきっぱり言いました。裏をかえせば 

  最初から最後まで受講者に真剣に講習を受けさせる配慮であると感じました。 

  また、講習会主体はマスターリーダーであり、私は足りない部分を補佐する役目です。 

  講習会の目的は、指導者のあり方四つの条件（選手・指導者・運営役員・審判員） 

  につきる。これをきちんと理解してくれればりっぱなリーダーである。 
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 『指導者のあり方四つの条件』 

① 選 手：生涯現役選手であれ 

② 指導者：人のためじゃなく自分のためにやる。リーダーとしての勉強をいつまでも 

       継続的にやる。 

③ 運営役員：役員がいないと、講習会・大会などは開催できない。したがって一般選手 

       でも大会等で、役員がコート設営、終了時にはコート後かたづけ、清掃など 

       を自ら進んでお手伝いをする素直な気持ちで行動をする。 

④ 審判員：ゲームをして楽しむのも、きちんとした審判が出来てこそ楽しめるので、 

    練習・大会は進んで審判の実践を行い、審判レベルを高めていくこと 

 

 ２日目 ロ、実技（指導法・審判法） 

最後に審判法での講習で、６グループであるので、３チームリーグ戦、２セットマッチ 

で審判、線審を実践した。この時に、田中先生の案で「会長杯」と名を打って優勝チーム  

に講習会用のボールを優勝チーム全員に会長、副会長から授与した。 

選手はボールがもらえると言うことで、グループでの結束力も高まり、審判に、ゲームに   

熱がこもり集中した時間を送れました。 

これも、受講者をいかに講習に集中させるかという田中先生の戦術を伺うことができまし

た。 

 

３、閉講式 

  ２日間のリーダー養成講習会も無事に終了する事ができました。 

   田中先生の約束していた修了試験である『指導者の在り方四つの条件』を受講者代表１名  

  に回答して頂き、受講者４７名を合格として全員に修了証とリーダーワッペンを授与した。 

  最後に受講者を代表して小松充さんから田中先生に感謝の言葉として四つの条件を常に頭 

  において、日々のソフトバレーボールに精進していくことを誓いました。 

   

 田中先生には２日間本当にお世話になりました。 

 山梨県ソフトバレーボール連盟も、更に飛躍していくために役員一同協力して 

 ソフトバレー愛好家に良いサービスが出来るように取り組んで行きます。 

 

 平成２６年 １２月 ４日 

 山梨県ソフトバレーボール連盟 会長 穂坂 二朗 

 

        （編集）指導普及委員長 小倉 太  

 

 

 

 

 

次ページより講習会スナップ写真を記載してあります。 
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（１日目） 開講式 

山梨県バレーボール協会 

山下会長のご挨拶 

山梨県ソフトバレーボール連盟 

穂坂会長のご挨拶 

リーダー養成講習会受講者 

  

 

 

講義（講師 田中 清先生） 

国民スポーツニーズの動向とソフトバレー  

普及の意義の講義 

グループディスカッション 

グループ発表後の総評 

  

講義（講師 山梨県マスターリーダー） 

山梨県の歩みと現状報告 ルール解説と公式記録法説明 各種大会の企画と運営 
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グループディスカッション 

６班に分かれて自己紹介、グループ内でのディスカッション、その後の発表会 

 

Aグループ Bグループ Cグループ 

   

   

Dグループ Eグループ Fグループ 

   

   

 

（２日目） 実技講習会 

朝のミーティング（実技の説明） 準備運動 

  

コート設営 コート設営の田中先生からの総評 
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ソフトバレーの指導法 

ボールを使った対人練習 コート内での練習 ブロック練習 

   

ソフトバレーの審判法 

３チーム/コートでリーグ戦を相互審判で行った 

A・C・Eグループリーグ戦 B・D・Fグループリーグ戦 

  

  

閉講式終了後の参加者全員での記念スナップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


